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５９
東日本大震災（東北地方
太平洋沖地震）について

東日本高速道路
株式会社（ＮＥＸ
ＣＯ東日本）

平成23年7月29日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

東北地方太平洋沖地震当時においては，最大震度６弱
の揺れであったにもかかわらず，東北自動車道，常磐自
動車道などの自動車道は大きな被害を受けた。道路本
体・路面の崩落 2箇所，道路本体の大規模クラック 13箇
所，路面の陥没 23箇所（最大深さ30センチ），2センチ以
上の路面の段差 174箇所（最大100センチ），橋梁支承部
の損傷 3橋 5支承，橋梁ジョイント部の損傷 46橋 56箇所
が発生した。また，インターチェンジ（以下「IC」と表記す
る）も， 仙台東部道路　仙台港北IC、名取ICが津波の影
響により利用できない状態となり，東北道 岩槻ICについ
ては橋梁支承部が損傷、常磐道　山元ICでは路面へのク
ラックが多数発生した（甲B５９）。迅速な復旧がなされたと
はいえ，盛り土が崩壊した路面の復旧には３～６日間を要
している。
そして，福島第1原発事故の影響で常磐自動車道（常磐
富岡IC～いわき四倉IC 30キロ）は立ち入りさえできず，詳
細な被害状況は確認すら出来なかった。

６０
東日本大震災における交
通関係の復旧状況の推移

平成23年4月1日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

東日本大震災において，電車・新幹線の復旧率は，発災
１０日間を過ぎてもようやく５０％であったこと。

６１ 静岡市防災情報マップ 静岡市 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

仮南海トラフの巨大地震が発生した場合には，３ｍ前後の
津波が襲来することが予想されていること。
津波による静岡市清水区由比近辺の浸水状況。主要な
避難路となるべき道路（旧東海道，国道１号線バイパス，
東名高速道路），鉄道（東海道本線）のいずれもが浸水す
ると想定されていること。

証拠説明書

（甲Ｂ号証）

平成２３年（ワ）第８８６号　浜岡原子力発電所運転終了・廃止等請求事件
原　告　石垣清水　外３３名
被　告　中部電力株式会社

静岡地方裁判所　民事２部合議係　御中
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６２

静岡新聞記事
「Ｍ８．５県内の津波被害
試算　伊豆半島一部２０
メートル超襲来」

静岡新聞社 平成23年10月22日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

試算によれば，県中東部の沿岸は１０メートル前後，伊豆
半島は西海岸を中心に１５～２０メートルを超える大津波
が発生。浜松市や沼津市では浸水エリアがＪＲ浜松駅や
沼津駅周辺まで広がり，静岡市清水区由比では津波が
東名高速道路を超える結果となった。

６３
静岡県第４次地震被害想
定（第二次報告）の概要

静岡県 平成25年11月29日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

静岡県が平成２５年１１月に発表した第４次地震被害想定
（甲B６３～６６）。「駿河トラフ・南海トラフ沿いで発生するレ
ベル１の地震・津波（１００～１５０年に一度），レベル２の地
震・津波（レベル１より一桁以上低い発生頻度）による被害
想定がされている。
概要４頁では，「道路施設（緊急輸送路）は、橋梁の落橋
や富士地区、中部（沿岸部）地区で大きな地盤変位に伴う
被害などが発生した場合には、緊急輸送が可能になるま
で発災から１週間以上を要する可能性がある。レベル２の
地震・津波の場合には津波浸水により不通となる区間が
増加する。
○鉄道施設は、富士地区、中部（沿岸部）地区で大きな
地盤変位に伴う被害が発生した場合や震度７となる地域
のＪＲ在来線・私鉄などで、運行再開まで発災から1 ヶ月
以上を要する可能性がある。
○港湾施設では、耐震強化岸壁を活用し、４日目以降に
緊急物資の海上輸送が行われる。レベル２の地震・津波
の場合には短期間での復旧が困難となることも考えられ
る。
○静岡空港は、地震発生直後に安全確認のため一時的
に閉鎖するが、空港運用に支障がないと判断した時点か
ら運航を再開する。」等の記載がある。

６４
静岡県第４次地震被害想
定（第二次報告）の想定結
果（概要）

静岡県 平成25年11月 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

６５
静岡県第４次地震被害想
定／被害・対応シナリオ

静岡県 平成25年11月29日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

大きな断層変位による変形が生じた場合，道路において
は1ヶ月後であってさえ，東名・新東名も復旧作業が継続
中とされ，幹線国道ですら，一般車両の通行は困難とされ
ている（２５頁）
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６６
静岡県第４次地震被害想
定（第二次報告）報告書

静岡県 平成25年11月29日 写し 避難計画

地震・津波により原
発事故が発生した
場合，避難路が寸
断されること

断層変位，津波浸水を考慮した場合，新幹線，在来線と
も復旧までに１ヶ月を要するとされていること（１０３頁）。
「富士川河口断層帯」が存在する富士川付近には，海岸
近くに主要道路及びＪＲの橋が集中しているところ，静岡
県の第４次地震想定では，富士川河口断層帯において，
落橋を含めた大きな被害が想定されていること。

６７
富士川河口断層帯の評価
について

静岡県 平成22年7月12日 写し 避難計画

避難路の寸断（政
府の調査により，富
士川河口断層帯の
変位量７ｍとされて
おり，鉄道や道路の
橋が寸断される可
能性が高いこと）

富士川河口断層帯に関する活断層の活動度評価が政府
の地震調査研究推進本部地震調査委員会でまとまったこ
と。その評価結果として，過去の平均活動間隔は千数百
年と考えられる，最新活動記は千年以上前で会った可能
性が高い，この断層帯の次回の活動は，地震時の変位量
は７ｍ程度またはそれ以上，地震の規模で言うとマグニ
チュード８程度，震源域は駿河湾内にまで及ぶと考えられ
る，その時期は今後数百年以内の近い将来である可能性
がある，とされていること。また，想定「東海地震」が発生し
た時に，この断層帯が同時に活動する可能性は否定でき
ない，ともされていること。

６８ 富士川河口断層帯
地震調査研究推
進本部

写し 避難計画

避難路の寸断（政
府の調査によれ
ば，富士川の東側
と西側で１０ｍ程度
の隆起が予想され
ていること）

地震防災対策特別措置法によって総理府（当時・現在は
文科省所属）に設置された地震調査研究推進本部の富
士川河口断層帯の評価に関する研究報告。これによれ
ば，富士川の西側と東側で１０m程度の隆起が予想されて
いる。
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